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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年8月16日(2018.8.16)

【公表番号】特表2017-525672(P2017-525672A)
【公表日】平成29年9月7日(2017.9.7)
【年通号数】公開・登録公報2017-034
【出願番号】特願2017-500319(P2017-500319)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/36     (2015.01)
   Ａ６１Ｐ  17/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/545    (2015.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2018.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/071    (2010.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/074    (2010.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   35/36     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/14     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/545    　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/02     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｑ    1/68     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ    5/071    　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/074    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月5日(2018.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体において発毛を誘導するための組成物であって、誘導された真皮乳頭細胞の集団
を含み、前記誘導された真皮乳頭細胞の集団が、Ｐ－７５、ネスチン、バーシカン、平滑
筋アクチン、アルカリホスファターゼ、およびビメンチンからなる群から選択されるマー
カーを含む、組成物。
【請求項２】
　前記誘導された真皮乳頭細胞が、ヒト誘導多能性幹細胞由来の真皮乳頭細胞（ｈＩＰＳ
Ｃ－ＤＰ細胞）である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ｈＩＰＳＣが、線維芽細胞、腎上皮細胞、および血球からなる群から選択される供
給源から生成される、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ｈＩＰＳＣが、ヒトＢＪ線維芽細胞から生成される、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記誘導された真皮乳頭細胞の集団が、誘導された神経堤細胞の中間体集団を経て、ｈ
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ＩＰＳＣから生成される、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記誘導された神経堤細胞の集団が、Ｓｏｘ１０、Ｆｏｘｄ３、インテグリンアルファ
４、フィブロネクチンの同族受容体、ＣＤ４７、ＣＤ１８４、ＣＤ４４、Ｐ－７５、およ
びネスチンからなる群から選択されるマーカーを含む、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記誘導された神経堤細胞の集団が、ＯＣＴ４、ＳＳＥＡ４、バーシカン、平滑筋アク
チン、およびアルカリホスファターゼからなる群から選択されるマーカーを欠く、請求項
５または請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記誘導された真皮乳頭細胞の集団が、ドナー被験体から得られる、請求項１から７の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記ドナー被験体と前記被験体が同一である、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記ドナー被験体と前記被験体が異なる、請求項８に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記組成物が、毛を含む被験体の皮膚の場所；および／または頭皮、顔面、上唇、頤部
、まゆ毛、まつ毛、腕部、脚、背部、胴、および腹部からなる群から選択される、前記被
験体の皮膚の場所；および／または瘢痕組織を含む前記被験体の皮膚の場所に投与される
ものであることを特徴とする、請求項１から１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記被験体が、脱毛症を有する、請求項１から１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　誘導された真皮乳頭細胞の集団を調製するための方法であって、前記集団を、ヒト誘導
多能性幹細胞（ｈＩＰＳＣ）の集団から生成することを含み、前記誘導された真皮乳頭細
胞の集団が、Ｐ－７５、ネスチン、バーシカン、平滑筋アクチン、アルカリホスファター
ゼ、およびビメンチンからなる群から選択されるマーカーを含む、方法。
【請求項１４】
　前記ｈＩＰＳＣが、線維芽細胞、腎上皮細胞、および血球からなる群から選択される供
給源から生成される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ｈＩＰＳＣが、ヒトＢＪ線維芽細胞から生成される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記誘導された真皮乳頭細胞の集団が、誘導された神経堤細胞の中間体集団を経て、ｈ
ＩＰＳＣから生成される、請求項１３から１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記誘導された神経堤細胞の集団が、Ｓｏｘ１０、Ｆｏｘｄ３、インテグリンアルファ
４、フィブロネクチンの同族受容体、ＣＤ４７、ＣＤ１８４、ＣＤ４４、Ｐ－７５、およ
びネスチンからなる群から選択されるマーカーを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記誘導された神経堤細胞の集団が、ＯＣＴ４、ＳＳＥＡ４、バーシカン、平滑筋アク
チン、およびアルカリホスファターゼからなる群から選択されるマーカーを欠く、請求項
１６または請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　請求項１３から１８のいずれか一項に記載の方法により調製される、誘導された真皮乳
頭細胞の集団。
【請求項２０】
　脱毛疾患を患う被験体において発毛を誘導するための組成物であって、誘導された真皮
乳頭細胞の集団を含み、前記誘導された真皮乳頭細胞の集団が、Ｐ－７５、ネスチン、バ
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ーシカン、平滑筋アクチン、アルカリホスファターゼ、およびビメンチンからなる群から
選択されるマーカーを含み、前記組成物が前記被験体に投与されることを特徴とする、組
成物。
【請求項２１】
　前記投与が、皮下移植を含む、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記投与が、前記被験体の皮膚の場所に対してであり、前記場所は、被験体の集団にお
いて毛を含む皮膚の場所であり、必要に応じて頭皮、顔面、上唇、頤部、まゆ毛、まつ毛
、腕部、脚、背部、胴、および腹部からなる群から選択され；および／または前記投与は
、瘢痕組織を含む前記被験体の皮膚の場所に対してである、請求項２０または請求項２１
に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記被験体が、脱毛症を有する、請求項２０から２２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記誘導された真皮乳頭細胞の集団が、請求項１３から１８のいずれか一項に記載の方
法により調製される、請求項２０から２３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２５】
　発毛を調節する因子をスクリーニングする方法であって、
　誘導された真皮乳頭細胞の集団を試験因子と接触させることと、
　前記誘導された真皮乳頭細胞の集団において、発毛に対する影響を測定することと
を含む、前記方法。
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